
 

2025年度活動概要     学習英文法研究会 

 

学習英文法研究会では、今年度、2 月 15 日に例会をオンラインで開催しました。発表

は「シネクドキーとカテゴリー（化）を捉え直す」および「現代英語の命令的仮定法への

認知文法的アプローチ」という題で行われ、参加者は 12名でした。質疑応答も活発に交

わされ、有意義な議論が展開されました。特筆すべきは、発表者がいずれも学部生だとい

うことで、本研究会が広く開かれた研究・発表の場になっていることの証左と言えます。 

今年度は本研究会のメーリングリストの整備も新たに行い、会員や関係者に対する情報

共有を円滑化しました。また会員の研究活動の活性化を期して、大修館書店『英語教育』

に研究会情報の掲載も行いました。こうした努力の結果、会員数は徐々に増加しています。 

以上のような研究活動ならびに広報活動を次年度も継続していく所存です。特に例会の

回数は 3回程度に増やすことを目標に掲げ、発表者の募集をより積極的に行う予定です。 

 


